
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権の尊重（人権・男女共同参画・平和） 

 

 

 

 

 

 

暮らしの安心・安全確保（交通安全・防災・危機管理・消防・防犯・消費生活） 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市基盤の整備（土地利用・住環境） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

交通環境の充実（交通・道路） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

市民参加と協働の推進（市民活動・コミュニティ支援・交流・情報共有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな行財政運営（行政運営・財政運営・公共施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第５次上尾市総合計画（現行計画）の「まちづくりの基本方向」の文章に関し、次の点に

ついて検討をお願いいたします。 

●強調すべき点 

●問題ない点 

●問題のある点 

●付け加えたいこと 

 地域社会の根幹として、一人ひとりの人権尊重への取り組みを継続的に行いながら、

男女共同参画社会の仕組みづくりを着実に進めます。 

まちづくりの基本方向の検討：Aグループ 

 また、市民生活の安全確保のため、交通安全対策のほか、地震や風水害などの自

然災害、火災、大規模な事故、犯罪、テロなどの危険に対して、その発生防止や発生

時の被害を最小限にとどめるなど、危機管理体制の強化を図り、安心・安全に暮ら

せるまちづくりを積極的に進めます。 

 人口の増加に伴い拡散してきた市街地の拡大を抑制し、豊かな自然環境や農地と

の調和を追求します。また、都市のゆとりや防災など、さまざまな面を持つ公園

機能の充実を図りながら、秩序ある土地利用を誘導します。 

 

 市街地では、商工業や住宅、公共施設などの都市機能の集約的な配置を行いなが

ら、特に上尾駅周辺を本市の中心市街地として活性化させるため、駅の再整備を

契機とした機能の集約・高度化、人が集まる魅力づくりに計画的に取り組みます。 

 各分野にわたるまちづくりを進めるに当たり、その基本として、市民と行政との

協働の仕組みを本市の地域性に見合ったものとして確立します。コミュニティの

役割を見直し、市民活動団体などの力も育て、さまざまな交流を深めながら、各

主体がともに連携し、協力し、補完し合うことにより、協働のまちづくりを定着

させます。まちづくりにかかわる各主体が情報を共有し、相互の信頼関係を基に

行動できるよう、広報・広聴の充実や行政情報・地域情報システムの活用を進め

ます。 

 また、市内の各方面を結ぶ道路環境の充実、公共交通機能の強化を図るとともに、

比較的平坦である地形を活用した自転車の利用環境向上によるサイクルシティの

推進も含めた、人と環境にやさしい快適な都市空間の形成を目指します。さらに

は、秩序ある市街地形成を図るため、地域独自のルールづくりを、市民・事業者

との協力のもとで、積極的に進めます。 

 行政においては、財政状況が厳しさを増す中で人口減少時代を迎えるに当たり、

地域経営主体としての迅速な政策企画能力と体制、財政力の強化に向け、厳しい

自己管理による健全な運営を進めます。また、施策や事業の企画立案及び実施に

当たっては、それによる効果、成果を厳しくチェックし、見直し・改善を図りま

す。公共施設や都市基盤施設については、老朽化による改修や建て替え、耐震化

の対応を包括的かつ長期的な計画に基づき行っていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会保障の充実（生活福祉・高齢者福祉・障害者福祉・健康） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域文化の継承と創造（文化・芸術・文化財） 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習・スポーツの振興（生涯学習・スポーツ・レクリエーション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民参加と協働の推進（市民活動・コミュニティ支援・交流・情報共有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな行財政運営（行政運営・財政運営・公共施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第５次上尾市総合計画（現行計画）の「まちづくりの基本方向」の文章に関し、次の点に

ついて検討をお願いいたします。 

●強調すべき点 

●問題ない点 

●問題のある点 

●付け加えたいこと 

 少子高齢化時代にあっても、一人ひとりが安心して暮らし、活動できる地域社会を市

民・事業者・行政が一緒に築きます。高齢者、障害者などへの福祉サービスの充実は

もちろん、「自助」を補い地域で支え合える「共助」「公助」の仕組みを、本市の地

域性に合わせた形でつくっていきます。同時に、個人の健康管理と地域ぐるみの健康

づくりの実践を両立させ、疾病の予防や保健・医療の充実を進めます。 

まちづくりの基本方向の検討：Bグループ 

 一方、都市の内面的な美しさ、豊かさを高めるため、文化財・伝統文化の保全・継

承を推進し、文化・芸術や郷土の歴史に触れ、それを活かすことも含めた多様な

文化を育てるとともに、 

 いつでもどこでも学べ、市民が自発的かつ主体的に参加できる生涯学習やスポー

ツ・レクリエーションを進めることで、ふるさととして豊かに楽しく暮らせるま

ちづくりを進めます。 

 

 各分野にわたるまちづくりを進めるに当たり、その基本として、市民と行政との

協働の仕組みを本市の地域性に見合ったものとして確立します。コミュニティの

役割を見直し、市民活動団体などの力も育て、さまざまな交流を深めながら、各

主体がともに連携し、協力し、補完し合うことにより、協働のまちづくりを定着

させます。まちづくりにかかわる各主体が情報を共有し、相互の信頼関係を基に

行動できるよう、広報・広聴の充実や行政情報・地域情報システムの活用を進め

ます。 

 行政においては、財政状況が厳しさを増す中で人口減少時代を迎えるに当たり、

地域経営主体としての迅速な政策企画能力と体制、財政力の強化に向け、厳しい

自己管理による健全な運営を進めます。また、施策や事業の企画立案及び実施に

当たっては、それによる効果、成果を厳しくチェックし、見直し・改善を図りま

す。公共施設や都市基盤施設については、老朽化による改修や建て替え、耐震化

の対応を包括的かつ長期的な計画に基づき行っていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な循環型社会の形成（環境保全・廃棄物・リサイクル・生活環境） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好な水循環・水環境の形成（上水道・下水道・河川） 

 

 

 

 

 

緑の保全・創出（みどり） 

 

 

 

 

 

 

 

地域産業の振興（土地利用・住環境） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働環境の充実（勤労者・就労支援） 

 

 

 

 

 

市民参加と協働の推進（市民活動・コミュニティ支援・交流・情報共有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな行財政運営（行政運営・財政運営・公共施設） 

 

 

 

 

 

 

○第５次上尾市総合計画（現行計画）の「まちづくりの基本方向」の文章に関し、次の点に

ついて検討をお願いいたします。 

●強調すべき点 

●問題ない点 

●問題のある点 

●付け加えたいこと 

 身近な環境保全や地域でのリサイクル活動などの積み重ねによって、都市全体の環境

負荷の低減に結びつけるとともに、新たなエネルギーの活用を検討しながら、環境と

共生した将来に持続可能な資源循環型社会の形成を目指し、地球環境の保護に貢献し

ます。 

 

 また、環境への意識を一人ひとりが高め、環境に配慮した生活を実践していくこ

とが重要で、そのための環境教育、啓発活動を推進しながら、環境美化活動やご

みの減量化などの取り組みを拡大し、良好な都市の環境を未来につなげます。 

 

まちづくりの基本方向の検討：Cグループ 

 生活の場から廃棄物を削減し適切に処理する仕組みの強化や、公共下水道整備な

どによる河川水質の維持改善、上水道の水質確保向上などに取り組みます。 

 これまで本市の経済を支えてきた商工業や農業などの産業活動を盛り立て、また、

経済変動の波にのみ込まれない強い地域経済力をつけるため、内発的な産業振興、

活性化の促進に取り組みます。 

 

 農業では、大都市近郊の地理条件を活かした都市農業の展開を促進し、地産地消

や上尾ブランドの創出も含め市民に身近な産業として育成するとともに、商業で

も、市民ニーズを吸収できる魅力ある商店づくりなどにより、まちのにぎわい・

活力を増進します。 

 

 これらの産業は、並列的に存在するだけでなく、農商工の連携、企業間の連携な

どによる融合を促進し、新たな価値を上尾から生み出せる土壌づくりを進めます。 

 各分野にわたるまちづくりを進めるに当たり、その基本として、市民と行政との

協働の仕組みを本市の地域性に見合ったものとして確立します。コミュニティの

役割を見直し、市民活動団体などの力も育て、さまざまな交流を深めながら、各

主体がともに連携し、協力し、補完し合うことにより、協働のまちづくりを定着

させます。まちづくりにかかわる各主体が情報を共有し、相互の信頼関係を基に

行動できるよう、広報・広聴の充実や行政情報・地域情報システムの活用を進め

ます。 

 行政においては、財政状況が厳しさを増す中で人口減少時代を迎えるに当たり、

地域経営主体としての迅速な政策企画能力と体制、財政力の強化に向け、厳しい

自己管理による健全な運営を進めます。また、施策や事業の企画立案及び実施に

当たっては、それによる効果、成果を厳しくチェックし、見直し・改善を図りま

す。公共施設や都市基盤施設については、老朽化による改修や建て替え、耐震化

の対応を包括的かつ長期的な計画に基づき行っていきます。 

 都市の美しさを象徴する緑の保全、創出に向けて、協働による緑化推進や公共空

間の緑の維持管理などに取り組みます。また自然環境を活かしながら、建築物や

道路空間、公共施設におけるデザインの工夫や調和の追求による良好な都市景観

の創造に努めます。 

 特に、市内で中小企業が独創的な知恵や力を発揮できる環境づくりや支援により、

産業・業種の幅や裾野を広げていくことや、新たな産業用地、基盤の確保充実な

どを通じて、経済力全体の拡大を目指し、それらによる雇用創出、安定した雇用

環境の確保につなげます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童福祉の充実（子育て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育の充実（教育環境・教育活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

青少年の育成（青少年） 

 

 

 

 

 

 

市民参加と協働の推進（市民活動・コミュニティ支援・交流・情報共有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな行財政運営（行政運営・財政運営・公共施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第５次上尾市総合計画（現行計画）の「まちづくりの基本方向」の文章に関し、次の点に

ついて検討をお願いいたします。 

●強調すべき点 

●問題ない点 

●問題のある点 

●付け加えたいこと 

 次世代を育成するため、安心して子どもを産み育てられる社会づくりや、子ども

たちが健全で伸び伸びと育ち個性や能力を高められる環境づくりに力を注ぎま

す。 

 

 子育てにかかる経済的・精神的負担を軽減し、子育てと仕事・社会生活とのバラ

ンスが保てる   よう、多様なニーズに応える保育の充実、各種相談や支援の体制

づくりを進め、出生率の維持向上につなげます。 

まちづくりの基本方向の検討：Dグループ 

 学校教育においては、教育環境の向上とともに、子どもたちが「確かな学力」、

「豊かな心」、「健やかな体」など、生きる力を身に付け、将来の社会を担う力を

養えるよう、工夫を重ねます。 

 各分野にわたるまちづくりを進めるに当たり、その基本として、市民と行政との

協働の仕組みを本市の地域性に見合ったものとして確立します。コミュニティの

役割を見直し、市民活動団体などの力も育て、さまざまな交流を深めながら、各

主体がともに連携し、協力し、補完し合うことにより、協働のまちづくりを定着

させます。まちづくりにかかわる各主体が情報を共有し、相互の信頼関係を基に

行動できるよう、広報・広聴の充実や行政情報・地域情報システムの活用を進め

ます。 

 行政においては、財政状況が厳しさを増す中で人口減少時代を迎えるに当たり、

地域経営主体としての迅速な政策企画能力と体制、財政力の強化に向け、厳しい

自己管理による健全な運営を進めます。また、施策や事業の企画立案及び実施に

当たっては、それによる効果、成果を厳しくチェックし、見直し・改善を図りま

す。公共施設や都市基盤施設については、老朽化による改修や建て替え、耐震化

の対応を包括的かつ長期的な計画に基づき行っていきます。 

 また、社会全体で青少年を健全に育成できる環境や仕組みづくりを推進し、地域

の子どもを地域で育むことにより、郷土愛に満ちた次世代の人づくりに取り組み

ます。 


